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研究の背景と問題

従来の多くの「自己」の研究者が論じるように、他者（性）の内面化が「自己」生成の必要条件である（Mead1962; Lacan1966; 梶田1992など）。この他者(性)は自己表象を客体化し同一化を可能にすると同時に、社会的価値（批判と是認）の内面化をもたらす。本研究は日米の自己の文化差を自己表象・他者性のメディア（媒体）の違いという観点から論じる。

Leuers & Sonoda（1997）は欧米人の自己表象の主要メディアが言語的であり、内面的な他者―いわば聴衆・聞き手―を構成していると論じた。すなわち、欧米人の自己はそういった内面化された他者に向けて表象されているものであって、自己陳述はある実在する主体の独自の特性を表しているのではなく、言語化によって存在さしめらているものである。我々はTSTの記述の徹底的な内容分析によって、個性的だと思われた欧米人の「自己」は、文化的に望ましい典型に沿って驚くほど被験者間で重複している事を示した。すなわち誰しもかなりの程度同じ人格特性を述べ、しかもそれは望ましい肯定的な面を言う（知的である、親切であるなど）という自己高揚バイアス的な内容によって構成されている事を明らかにした。

[image: image1.wmf]図２　言語的TSTに基づく結果（Leuers&Sonoda1997より）
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一方日本人の自己意識の表象の仕方について論じられたものは見当たらない。最近では「独立的自己vs相互依存的自己」「独立的自己vs集団的自己」という日本人には「自己」がまるでないかのような文脈で論じられる事が多いが、ここでは自己の表象の仕方の違いに注目して自己概念の持ち方を考察したい。従来の研究によると日本人の自己表現は欧米人に比較すると希薄であり、あまり自己の特性が意識されないと考えられてきた。しかし、ほとんどは言語的なデータ（語られるものとしての自己）に基づいており、見られ想像されるイメージ（心像）としての自己について論じられたものはない。本研究では日本人の自己は内面的な「聞き手」ではなく、内面的な「見る人」を措定する事によって説明できると考える。研究方法としては次の２つを用いた。（１）言語的自己表現の代わりに映像（写真）による自己表現を求めて分析しそれにおける高揚バイヤスを検討する。（２）米国の研究によると、鏡があると自己意識が高まり、向社会行動に影響を及ぼすといわれているが、日本における追試研究では鏡の効果が見られていない。そこで、同一条件での鏡の効果を日米比較する。日本人にとって鏡の効果がないのは、日本人が鏡がなくてもすでに内面化された「見る」他者・見られている自分についての意識があるためだという仮説を検討する。

研究１　写真による自己表現：問題と目的

[image: image2.wmf]図１　TPTに基づくTSTの結果
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　研究（１）では写真による自己表現を用い、欧米人は言語的に自己表現するときに自己高揚するのに対し、日本人は像的に自己表現するときに自己高揚する事を確かめる。手続きは先行研究のZiller（1990）を参考にした。しかし彼は実験者による具体的な内容の分析が中心であったが、本発表では写真的自己表現の中に自己高揚がどの程度見られるかを、被験者による写真に基づいた記述（ＴＳＴ）を用いてLeuers & Sonoda（前出）による言語的自己記述の結果と比較することを目的とする。

方法　被験者：福岡県内の大学生50名（男11、女39）。年齢は19​～24歳であった。手続き：①他者の写真の読み取り：知らない他者が以下と同様の教示のもとに撮った写真20枚を見て、「その人が誰であるのか」をあらわす20の文章を作る。②写真による自己表現（Twenty Pictures Test; TPT）レンズ付きフイルムを被験者に渡し、次のように教示した「あなたが自分自身をどの

ように見ているかを表現していただくのがこの調査の目的です。

『あなたが誰であるのか』がわかるような20枚の写真を撮ってください。または誰かに撮ってもらってください。」以下略）。撮影のための期間は2週間であった。2週間後にフイルムを回収し、現像して本人に返した後に、その写真に基づいた20個の自己記述（Twenty Statements Test; TST）を作成してもらった。

結果と考察

被験者の撮った写真に基づく自己記述（ＴＳＴ）を、肯定的なもの、否定的なもの、どちらでもないものとしてそれぞれPositive、Negative、Neutralに分類した（図１）。Leuers & Sonoda（前出）の言語的TSTの結果を図２に示す。両者を比較すると、写真に基づく自己記述において、肯定的（Positive）な表現が非常に多いことがわかる。この傾向は記述の対象が他者であっても自己であっても同様であった。
はじめに述べた自己構造論から引き出される「自己がある所に自己高揚バイアスが生じる」という仮定に従うとこのデータは次のように解釈される。TSTの結果から分かるように、日本人では言語的自己表現において自己高揚バイヤスを生じない。このことは、日本人の自己は言語的表現の中にないことを物語っている。それに対し、写真に基づく自己表現の中にはアメリカ人が言語表現において示すのと同じような自己高揚がみられる。村本（1997）によると、日本人は他者を高揚するという知見があるが、本研究の結果では、評価の対象が他者であっても自己であっても肯定的評価が否定的評価の４倍以上あり、他者に対するのと同様に自己を高揚していることがわかる。このことより西洋人が内面化された言語的他者の前で自己高揚するのと同じように、日本人が内面化された視覚的他者（観衆、見る人、世間の目）の前で自己高揚を行うということが明らかにされた。この結果をもって、日本人の自己を西洋人の言語的自己に対して「心像的」（The Spectral　[Specular?] Self）と呼ぶ。

 (ティモシー　ロイヤス、そのだなおこ)
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[image: image3.wmf]図１　TPTに基づくTSTの結果
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[image: image4.wmf]図２　言語的TSTに基づく結果（Leuers&Sonoda1997より）
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		TSTの結果分類 ケッカブンルイ

				Positive		Negative		Neutral

		JPN		24.21		28.32		47.48

		USA		57.19		17.47		24.24

		TPTに基づくTSTの結果分類 モトケッカブンルイ

				Self		Other

		Positive		45.71%		59.90%

		Negative		11.17%		4.10%

		Neutral		43.12%		36%
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Figure   TST Based upon Auto-Photographic TPT
(Twenty Pictures Test)
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図１　TPTに基づくTSTの結果
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